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昨
年
度
ま
で
の
本
遺
跡
の
調
査
で
は
弥
生

時
代
中
期
（
約
2
1
0
0
〜
2
0
0
0
年

前
）
の
住
居
跡
が
多
く
見
つ
か
っ
て
お
り
、

集
落
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
し

た
。
今
年
度
調
査
が
行
わ
れ
た
場
所
は
、
集

落
跡
の
西
側
に
あ
た
る
区
域
で
す
。
こ
こ
は

地
元
で
は
畏
怖
さ
れ
て
い
る
場
所
で
す
。

　

近
年
、
大
隅
半
島
で
は
永
吉
天
神
段
遺
跡

以
外
で
も
、
弥
生
時
代
中
期
の
集
落
跡
が
各

地
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
未
だ
に
不

明
な
の
は
、
首
長
を
中
心
と
す
る
広
域
的
集

団
組
織
、
つ
ま
り
『
ク
ニ
』
の
存
在
。

　

そ
の
謎
に
つ
い
て
の
有
力
な
手
掛
か
り

は
、
集
団
墓
地
お
よ
び
副
葬
品
な
ど
で
得
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
大
隅
地
域
で

発
見
さ
れ
た
弥
生
時
代
の
集
団
墓
は
、
京
ノ

峰
遺
跡
（
志
布
志
市
松
山
町
）
だ
け
で
し

た
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
永
吉
天
神
段
遺

跡
の
集
団
墓
は
非
常
に
貴
重
な
発
見
だ
っ
た

の
で
す
。

　

一
つ
の
遺
跡
で
住
ま
い
の
空
間
で
あ
る
集

落
と
、
聖
な
る
空
間
で
あ
る
墓
域
が
発
見
さ

れ
た
初
め
て
の
類
例
で
す
。
集
団
墓
が
発
見

さ
れ
た
エ
リ
ア
と
集
落
が
立
地
す
る
エ
リ
ア

と
の
間
に
は
、
浅
い
谷
が
入
り
込
ん
で
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
自
然
の
地
形
で
集

落
と
墓
域
を
分
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
円
形

周
溝
墓
の
あ
っ
た
場
所
は
東
側
に
あ
る
集
落

を
見
渡
せ
る
、
辺
り
で
も
最
も
小
高
い
場
所

に
あ
り
ま
す
。

　

集
団
墓
は
、
遺
跡
の
立
地
す
る
台
地
の
北

側
部
分
に
あ
り
ま
す
。
円
形
周
溝
墓
の
あ
る

場
所
を
頂
点
と
し
、
南
西
と
北
西
側
に
扇
状

に
広
が
る
下
り
勾
配
の
傾
斜
地
に
墓
群
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
円
形
周
溝
墓
か

ら
見
て
、
集
落
が
位
置
す
る
方
向
と
逆
側
の

方
向
に
広
が
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
墓
は
、
傾

斜
地
に
無
造
作
に
広
が
っ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
墓
は
２
つ
の
列
群
に
形
成
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
円
形
周
溝
墓
は
一
基
だ
け
確
認

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
墓
は
『
土ど
こ
う
ぼ

坑
墓
』

と
呼
ば
れ
る
墓
で
、
人
が
伸
展
し
た
状
態
で

埋
葬
さ
れ
る
よ
う
に
竪
穴
を
掘
っ
た
形
を
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
に
は
『
横よ
こ
ぐ
ち
し
き

口
式
土

坑
墓
』
と
い
う
墓
も
あ
り
ま
す
。
竪
穴
床
面

か
ら
、
さ
ら
に
片
側
壁
側
に
え
ぐ
り
込
む
よ

う
な
掘
り
込
み
を
入
れ
て
、
そ
の
掘
り
込
み

部
分
に
遺
体
を
納
め
る
と
い
っ
た
も
の
で

す
。
発
見
さ
れ
た
集
団
墓
に
は
埋
葬
に
木
棺

を
使
用
し
た
痕
跡
が
み
ら
れ
る
墓
も
あ
り
ま

す
。

　

円
形
周
溝
墓
が
集
団
の
中
心
的
な
人
物
の

墓
と
い
う
の
は
、
立
地
や
他
の
墓
と
唯
一
異

な
る
点
か
ら
も
想
像
で
き
ま
す
。
そ
の
他
の

土
坑
墓
に
つ
い
て
二
列
の
墓
群
が
、
わ
ず
か

に
時
期
に
形
成
時
期
が
違
う
の
か
、
あ
る
い

は
階
級
の
差
や
社
会
的
立
場
な
ど
に
よ
っ
て

埋
葬
地
が
指
定
さ
れ
て
い
た
か
、
今
後
の
検

討
課
題
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
横
口
式
土
坑

墓
は
、
北
部
九
州
に
確
認
さ
れ
ま
す
が
、
県

内
で
の
発
見
は
初
め
て
で
す
の
で
、
北
部
九

州
勢
力
と
の
関
係
も
検
討
す
べ
き
課
題
と
言

え
ま
す
。
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過
去
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
大
隅
地
域
で

は
弥
生
時
代
中
期
（
約
2
1
0
0
年
前
）
以

降
、
瀬
戸
内
地
域
や
近
畿
地
方
、
九
州
北
部

と
の
結
び
つ
き
を
示
す
土
器
が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
頃
の
大
隅
地
域
が
、
西
日
本

の
中
で
ど
ん
な
役
割
を
し
て
い
た
の
か
、
今

後
の
調
査
研
究
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
首
長
を
中
心
と
す
る

政
治
的
秩
序
が
存
在
し
、
積
極
的
に
他
地
域

と
の
連
携
を
図
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た

と
言
え
ま
す
。
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弥生時代の集落跡
が確認された場所
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住居跡

周溝状遺構

※ここでの住居跡は集団墓の形成時期
とは異なる時期です。

溝
状
遺
構

横口式土坑墓模式図

竪穴
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（上からみた図）

（
横
か
ら
み
た
図
）

（正面からみた図）

木製の蓋

調査区上空写真と集団墓の配置
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